
Unifinity基本マニュアル
操作編 基礎1

 画面作成の基礎

 アプリの基本である「画面設計」を行います。

 二種類の画面を作成し、画面遷移の紙芝居を行えるようにします。

 リアルタイムプレビュー機能を使用し、作成している画面を、Unifinity 

Application Playerでリアルタイムに確認します。

 リアルタイムプレビューを使用するためには、Unifinity StudioとUnifinity 

Application Playerが実行されているPCが、同じネットワークの同一セグメントに
存在している必要があります。

 リアルタイムプレビューは、作成中の画面を様々なデバイスにリアルタイムに

表示する機能です。デバイス等からのアプリケーションの実行は基礎３***を参照
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Unifinityプロジェクトの新規作成
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画面設計の新規作成
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デザイン／色と形 で
背景色を設定
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ラベルを配置

テキストを配置

ボタンを配置

サイドバーでコントロールを配置する
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データ／内容より
ボタンのテキストを変更する

ボタンを選択すると
ボタンの設定項目が右に表示される
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ラベルを配置し、
テキストを変更する

画面２を作成し、選択する
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ボタンを選択して、
動作設定タブに切り替える

遷移先を画面２に変更する
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実行ボタンをクリック、
動作を確認する 9

メニューの
実行からでも可能

※ショートカットキーはF5



ボタン押下すると
画面２に遷移する事を確認
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リアルタイムプレビュー
（Windows）
UNIFINITY STUDIOで作成している画面を、UNIFINITY APPLICATION PLAYER
でリアルタイムに確認します。

※画面描画のみを確認する機能です。動作確認は基礎編３＊＊を参照
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12
プロパティを開く

ホームアイコンからの
サブウインドウの

プロパティからも開けます



13ペアリングコードを入力し、
OKを押す

ペアリングコードには、他人とは異なるコードを入力して下さい。



14
Unifinity Application Playerを

起動する



15

右上のメニューボタンをクリッ
クして開き、

「設定」をクリックする



16
Unifinity Studioに入力したもの
と同じペアリングコードを入力

します

Unifinity Application Playerを
実行しているPCが、

Unifinity Studioと同一の場合は、
チェックを付けます



17Unifinity Studioで「デバイス待
受」をクリックします

メニューの実行＞デバイス待ち受け
でも同様のことができます
※ショートカットはF10



18

Unifinity Application Playerで
「開発環境接続」をクリックし

ます
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Unifinity Application Playerに
Unifinity Studioで作成中の画面
が表示されたことを確認します



20

Unifinity Studioを変更すると、
Unifinity Application Playerに
も反映されることを確認します
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デバイス待受の状態で

同ボタンを押すと、リアルタイ
ムプレビューは終了します
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リアルタイムプレビューが終了すると、
Unifinity Application PlayerはUnifinity

Studioから切断されます



リアルタイムプレビュー
（iOS）
UNIFINITY STUDIOで作成している画面を、UNIFINITY APPLICATION PLAYER
でリアルタイムに確認します。

事前にUNIFINITY STUDIOで「デバイス待受」を行ってください。

※画面描画のみを確認する機能です。動作確認は基礎編３＊＊を参照
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24メニューから「設定」
を選択します

Unifinity Studioで設定
したポート番号とペア
リングコードを入力し

ます。
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Unifinity Application Playerに
Unifinity Studioで作成中の画面
が表示されたことを確認します

Unifinity Application Playerで
「開発環境接続」をクリックし

ます



リアルタイムプレビュー
（Android）
UNIFINITY STUDIOで作成している画面を、UNIFINITY APPLICATION PLAYER
でリアルタイムに確認します。

事前にUNIFINITY STUDIOで「デバイス待受」を行ってください。

※画面描画のみを確認する機能です。動作確認は基礎編３＊＊を参照
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27メニューから「設定」
を選択します

Unifinity Studioで設定
したポート番号とペア
リングコードを入力し

ます。
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Unifinity Application Playerに
Unifinity Studioで作成中の画面
が表示されたことを確認します

Unifinity Application Playerで
「開発環境接続」をクリックし

ます


